
第１回 薬剤安全セミナー 
「ザ・配薬」から始まった 

医薬品安全管理は、第２ステップヘ 

  

■日時  平成28年9月1日 （木） 13：00～17：00 

■会場  日本医療機能評価機構 9階ホール（東京都千代田区） 

■対象  会員病院にご所属で医療安全、医薬品安全に携わる方 

■定員  50名（１会員病院につき１名様まで） 

■参加費 無料 

■形式  ワークショップ、講演 
          

 

 

 

 

 

 

 

お申込は、当協議会ホームページ(https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/)から 

募集期間：平成28年７月11日（月）～７月31日（日）まで 

協議テーマ：『「重点管理ハイリスク薬」の差別化と管理・運用の強化』 
  ・過去の事例や自院の経験も参考に、今一度ハイリスク薬を見直そう! 
  ・重点管理ハイリスク薬を決めて、今より強化した対策を講じよう！ 
  ・周知徹底にも注力しよう！ 
       ※8名程度の小グループで協議していただきます。 
       ※各グループには、部会員がファシリテーターとして参加します。 

  
教育講演：『医薬品の安全管理にまつわる最近の話題』 
演者：一般社団法人日本病院薬剤師会 副会長 土屋 文人 

※プログラムの詳細は裏面をご覧ください。 

認定病院患者安全推進協議会 薬剤安全部会では、平成26年度から、「ザ・配薬」というテーマ
で安全・確実・良質な投薬プロセスについての協議を開始しました。平成27年度からは「エラー防止
に向けた投薬プロセスの原点回帰を考える」というテーマで活動しています。 
当日は、これまでの活動内容を踏まえ、名称類似薬の採用、保管・管理、処方等について、最近

の報道事例などを参考にしながら、さらに一歩踏み込んで協議します。 

ハイリスク
とは？ 

※ご登録いただいた個人情報は、当機構の個人情報保護方針に基づき安全かつ適正に管理いたします。 

“ハイリスク薬”の安全な投薬プロセスを考える 
～最近の報道事例を参考に～ 



【第１回 薬剤安全セミナープログラム】 

１３：００～１３：０５  開会挨拶・薬剤安全部会とその活動について 

１３：０５～１３：３０  本日のグループワークの進め方～最近の報道事例から～ 

                  渡邉幸子（医療法人社団愛友会上尾中央総合病院 情報管理部医療安全 

       管理課 課長/薬剤安全部会 部会長）                    

 

１３：３０～１５：１０  グループワーク 

            協議テーマ：「重点管理ハイリスク薬」の差別化と管理・運用の強化 

                   

 

 

 

※薬剤安全部会の部会員がファシリテーターとして参加します。 

休憩（10分） 

１５：２０～１６：２０  全体協議、コメント 

          司会：赤木晋介（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 

            薬剤部 薬品情報室 室長/薬剤安全部会 副部会長） 

 

１６：２０～１６：５５  医薬品の安全管理にまつわる最近の話題 

  土屋文人（一般社団法人日本病院薬剤師会 副会長/薬剤安全部会 部会員） 

１６：５５～１７：００  総括・閉会挨拶 

               渡邉幸子（医療法人社団愛友会上尾中央総合病院 情報管理部医療安全 

       管理課 課長/薬剤安全部会 部会長）    

※進行（次第）や協議時間等については予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。 

お申込は、当協議会ホームページ（https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/)から 

募集期間：平成28年７月11日（月）～７月3１日（日）まで 

※ご登録いただいた個人情報は、当機構の個人情報保護方針に基づき安全かつ適正に管理いたします。 


